
本イラストは動作を分かりやすく説明したもので実際の写真とは異なります。

マニュアル設定光量

マニュアル設定光量

TTLオート動作光量

TTLオート動作光量

ストロボのマニュアルつまみ
を調整して光量を減らせば
露出オーバーにならない

ストロボの光量

マニュアルが動作しなかった
場合の写りを再現

速い方の信号
で発光停止

速い方の信号
で発光停止

マニュアルが動作して
適正露出になった

マニュアル＋TTLオートの動作説明�

マニュアル設定で適正露出とするためには従来と同様にデータ取りが必要です。

TTLオートが動作して
適正露出になった

TTLオートが動作しなかった
場合の写りを再現

マニュアルの設定が露出
オーバー、TTLオートの
方が適正露出の場合
TTLオートが動作してマ
ニュアルは動作しません。マニュアルの設定が

正しく出来なくて、
その設定値では露出
オーバーになる場合

被写体が小さく背景か
らの反射が少ない場合
（TTLオートよりマニ
ュアル＋ TTLオート
の方が良い）

マニュアルの設定が適正露
出、TTLオートの方が露出
オーバーの場合
マニュアルが動作して TTL
オートは動作しません。

ストロボの光量
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